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校友会会則、一部改正される

平成21年度三校合同懇親パーティ

アパレル産業コースの学生によるミニファッションショー 大学チアリーディングチームによる演技
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第64回代議員会、
平成21年度校友会総会 報告

第64回代議員会、平成21年度総会・懇親パーティが平成21年11月1日（日）の学園創立記念日に、大阪産業大学において開催
されました。懇親パーティは、学園創立80周年を祝い、大阪産業大学校友会、大阪産業大学附属高等学校同窓会、大阪桐蔭高等
学校同窓会の3校による学園合同懇親パーティとして、盛大に行われました。

TOPICS 1

　代議員会は、11月1日午前10時から、大阪産業大学・16号館6階大
教室において、出席者123名（委任状23名、欠席者7名）により開催さ
れました。司会進行は宮本芳文幹事（S52機械）。会議に先立ち、物故
者への黙祷、校歌斉唱が行われました。会議冒頭、美内照男会長（S44
機械）の挨拶では、学園創立80周年記念事業の募金活動が9月末で終了、
皆様から多くのご寄付を頂き総額1億4千万円を超えたこと、大学の資
産運用と理事長代行の経緯について報告があり、また凡友77号で募集
され幹事会で承認された新幹事3名と新たに選出された新代議員2名、
新支部長3名が紹介されました。さらに、昨年8月に発生した台風9号に
より被災された7名の方々に見舞金をお送りしたことが報告されました。

　引き続き、議長に梅原一男幹事（S43機械Ⅱ）、副議長に井上静也関
東支部長（S43交機Ⅱ）が選出され、議題に入りました。
　 （1）平成20年度事業報告（加門和彦事務局長）、（2）平成20年度会
計報告（福井義員会計長）、（3）平成20年度会計監査報告（金丸勝春会
計幹事）が行われ、異議なく承認されました。
　続いて、（4）規程改正報告・役員選出規定（加門事務局長）として、
幹事および代議員補充に伴う手続きを明確にするために、役員選出規
定第8条（欠員補充）に項目を追加した経緯、また代議員構成員である
支部長が、現会則では本部役員に属さないことから、役員選出規定第5
条（幹事選出）の選出基準である「（1）本部役員経験者であること」に「代
議員会構成員であること」の文言追加とする経緯が説明され、質疑応答
ののち承認されました。
　さらに、（5）提案書に基づく小委員会（中間報告）として、第62回代
議員会での提案に基づき設置された４委員会から中間報告がされまし
た。（カッコ内は報告者）
①経費節減検討委員会（柴橋信行幹事・S56機械）
　代議員会の開催回数、会報の発行回数について
②凡友・名簿・IT化検討委員会（田中善昭幹事・S45経営）
　会報の発行回数とホームページの充実、IT化への移行等について
③助成金規程検討委員会（神馬克行幹事・S47短自）
　支部助成金の見直し、支部長会検討事項について
④会則検討委員会（有田鋼司幹事・S49経営）
　校友会会則の改正（短期的、長期的な内容の検討）について

　以上の4件につき、質疑応答ののち検
討を行い平成22年2月の代議員会まで
に最終案をまとめ、代議員会で議論する
との事務局長からの提案があり、承認さ
れました。
　代議員会は、11時50分に終了しました。

代議員会報告

大　橋　亀美雄（S49機械）
吉　内　秀　徳（S43経営）

林　　　大　行（S27交短運）
杉　岡　重　武（S28交短運）
森　本　克　彦（S35交短運）
眞　田　卓　克（S37交短自・
　　　　　　　  S43機械Ⅱ）　

校友会役員永年勤続表彰者（敬称略）

新役員（敬称略）

40年勤続表彰者

新代議員（2名）

長崎県支部
栗　原　雄　治（S52経営）

大阪中・南河内支部
松　田　　　始（S45土木）

兵庫県東支部
山　田　卓　雄（S38交短運）

新支部長（3名）
森　本　　　勉（S48経営）
吉　岡　政　昭（S56経営）
勝　　　信　義（S56交機）

新幹事（3名）

中　山　幸　蔵（S43交機）
辻　　　尚　武（S41交短自）
峠　　　孝　尊（S50機械）

30年勤続表彰者

10年勤続表彰者
藤　野　清　久  参与
松　田　充　生（S45交機）
中　井　貴　朗（S56経営）
奥　田　淳　一（S57経営）
金　丸　勝　春（S46機械Ⅱ）
山　本　孝　文（S44機械）
松　田　　　始（S45土木）

重黒木　一　夫（S46交機）
渡　部　一　誠（S47経営）
鳥見本　　　剛（S48交機）
日　野　晋　吾（S51経営）
藤　原　辰　夫（S52機械）
宮　野　希　和（S53短自）

代議員会で挨拶する美内会長

林大行氏 辻尚武氏 藤野清久氏
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　代議員会に引き続き、同会場で12時から、一般会員参加の総会が行

われました。美内会長より代議員会の報告がなされたのち、永年勤続

者の表彰が行われました。

　会場を中央キャンパス総合体育館・特設会場に移し、12時30分から
学園合同懇親パーティが開催されました。大学主催・第2回ホームカミ
ングデーも同会場で開催され、退職された先生方を含め出席者300余
名の盛大な会となりました。総合司会はおなじみの笑福亭三喬さん
（S57交機）。美内会長、土橋芳邦理事長挨拶ののち、村上末治産大附
属高校同窓会会長の乾杯で開宴しました。料理には学内奥田食堂名物
の「わらじカツ・やきめし」も並べられ、懐かしそうに箸をのばす方々
も大勢おられました。
　宴の途中には、大阪産業大学吹奏楽部、全国大会で金賞を受賞した

大阪桐蔭高校吹奏楽部合同による三校の校
歌が演奏され、チアリーディングチームによ
る演技も行われました。また、ホームカミン
グデーの企画でもある「ハワイ・ペア旅行」
などが当たる大抽選会、オーストラリアで行
われた「ワールド・ソーラーカー・チャレンジ」
でクラス優勝した本学チームとの衛星回線
を利用した中継が披露されるなど、盛りだく
さんの内容で、最後に、三木康生大阪桐蔭高
校同窓会会長の中締めで閉会しました。

村上産高同窓会会長

司会役の三喬師匠と喜多愛さん（H17文化）

奥田食堂名物「わらじカツ・やきめし」

チアリーディングチームによる演技

総会

懇親パーティ報告

三木桐蔭高同窓会会長

オーストラリアとライブで交信 「ハワイ旅行」が当たる恒例の福引大会

大学と桐蔭高校吹奏楽部による合同演奏 ホームカミングデーのパネル展示

土橋理事長 籠谷学長
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TOPICS 2

　代議員会は、司会の吉岡政昭幹事（S56経営）より、出席者108名、

委任状40名との成立要件の報告があり開催されました。校歌斉唱、物

故者黙祷、美内会長挨拶ののち議事に入り、議長に神馬克之幹事（S47

短自）、副議長に栗原雄治長崎県支部長（S52経営）が選出されました。

　議事の報告事項は（1）活動報告、（2）学園創立80周年記念事業募金

状況について、審議事項は（1）平成22年度予算（案）について、（2）会

則改正（本則）について。

　報告では、幹事会で一部改正された支部助成規程が報告されました。

審議（1）の平成22年度予算は、実施される校友会設立40周年事業計画

（式典、会報）について実施費用に関する質疑後、挙手にて承認されました。

承認された予算は6ページを参照してください。

　審議（2）の会則改正は、昨年11月開催の第64回代議員会で示された

提案書に基づく小委員会中間報告をもとに再度各委員会より現在の検討

結果が報告されました。

　審議の結果、会則改正案の一部（第11条、第13条、第18条、第11章）

は承認されましたが、他の改正案は継続して検討することになりました。

代議員会報告

第65回代議員会・第23回支部長会 報告
　代議員会が平成22年2月20日（土）14:00～18:00、支部長会が翌21日（日)9:00～11:30、兵庫県篠山市の「ユニトピ

アささやま」で開催されました。

第４章　　事　　業

第１１条（事　　業）　
　本会の目的を達成するため、次の各
号に定める事業を行う。
⑴会員情報の収集及び整理保管に
関すること
⑵母校と会員及び会員相互の連絡
を密にするための機関紙発行に関
すること
⑶その他、本会の目的を達成するた
めに必要な事業に関すること

第１２条（慶　　弔）
　　　　現行どおり

第５章　　総　　会

第１3条（招　集）　
　総会は、議決をする必要があるとき
に限り、幹事会の同意を得て会長が
招集する。ただし、議決以外の事項を
目的として代議員会において必要と認
めたときは、臨時に総会を招集するこ
とができる。この場合には、代議員会
に関する規定を準用する

第１４条（決議事項）　
　本会の解散は、総会の議決を経な
ければなない。
　⒉ 削除

第１５条（議　決）
　解散の決議は、その出席者の３分の
２以上の多数によって行うものとす
る。

第１６条（準用規定）　
　第１８条第２項の臨時代議員会、第
3項、第４項（代議員会の招集・開
催）、第２１条（代議員会の議決等）
第２２条（代議員会の議事録）の規定
は、総会について準用する

第　６　章　　　代議員会

第１７条（構  成）
　　　　現行どおり

第１８条（招集・開催）
　代議員会は、通常代議員会及び臨

時代議員会の２種とし、会長が招集す
る。
⒉通常代議員会は、毎事業年度終了
後３ケ月以内に、臨時代議員会は、代
議員の３分の１以上から議題を記載し
た書面で請求があった場合、又は会
長が必要と認めたときに開催する。
3. 代議員会の招集は、少なくとも会日
の１週間前までに各代議員に対し会
議の目的たる事項、日時及び場所につ
き通知して行うものとする。

第１９条（決議事項）
　　　　現行どおり

第２０条（定足数）
　　　　現行どおり

第２１条（議決等）
　代議員会の議長は、出席者の互選
によって定められる。
⒉議事の議決は、出席者の過半数を
もって決定し可否同数のときは、議長
の決するところによる。
⒊代議員会においては、第１８条第３
項の規定により、あらかじめ通知した
事項についてのみ議決することができ
る。ただし、出席者の３分の２以上の
同意があった場合は、この限りではな
い。

第２２条（議事録）　
　代議員会の議事については、議事
録を作成しなければならない。
⒉議事録は、書面又は電磁的記録を
もって作成しなければならない。
⒊議事録は、次に掲げる事項を内容
とするものでなければならない。
⑴代議員会が開催された日時及び
場所
⑵議事の経過の要領及びその結果
⑶監事の監査結果についての報告
内容の概要⑷代議員会に出席した
会長、副会長、幹事又は監事の氏名
⑸議長の氏名
⑹議事録の作成に係る職務を行っ
た役員の氏名

第　７　章　　　幹事会

第２３条（構  成）
　　　　現行どおり

第２４条（招  集）
　　　　現行どおり

第４章　　事　　業

第１１条（事　　業）　
　本会の目的を達成するため、次の各
号に定める事業を行う。
⑴会員情報の収集及び整理保管に
関すること
⑵会員名簿の作成及び整理保管に
関すること
⑶母校と会員及び会員相互の連絡
を密にするための機関紙発行に関
すること
⑷その他、本会の目的を達成するた
めに必要な事業に関すること

第１２条（慶　　弔）
　　　　本文省略

第５章　　総　　会

第１３条（総 会）　
　総会は、原則として毎年１回開催す
る。ただし、代議員会において必要と
認めたときは、臨時に総会を開くこと
ができる。

第１４条（意見聴取）　
　総会には、本会の事業を達成する
ため、必要に応じて現状を報告し、意
見を求めるものとする。
⒉総会における意見は、必要に応じて
幹事会で審議し、その結果を報告する
ものとする。 

第　６　章　　　代議員会

第１５条（構  成）
　　　　本文省略

第１６条（招集・開催）
代議員会の招集は、会長が行う。

⒉代議員会の開催は、年２回とする。
ただし、会長が必要と認めたとき又
は、代議員の３分の１以上から議題を
示して請求があったときは、すみやか
に臨時代議員会を招集しなければな
らない。

第１７条（審議事項）　
　　　　本文省略

第１８条（定足数）
　　　　本文省略

第１９条（議  決）
　議事の議決は、出席者の過半数を
もって決定し可否同数のときは、議長
の決するところによる。

第　７　章　　　幹事会

第２０条（構  成）
　　　　本文省略

第２１条（招  集）
　　　　本文省略

改正後 改正前

大阪産業大学校友会会則の一部改正（案） 改正後 改正前
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承認された校友会会則の一部改正（案）を以下に掲載（青文字部分）しま

す。ページの都合上代議員会提案資料の部分だけを掲載しています。現

行の会則全文と新・支部助成規程については校友会ホームページをご覧

ください。

　前日の代議員会で出された要望もあり、支部長会の進行は、幹事会の

支部推進部に代わり支部長の代表者が行うことになり、鮫島好徳日産大

阪支部支部長（S42短自）が選出されました。

　最初に各支部長から自己紹介および支部の現状報告が行われたのち、

幹事会と支部長会の位置付けについて、支部助成規程変更に伴う通信費

減額案に対する意見、また本部役員選出に関する支部のかかわりなど多

岐にわたり、活発な討議が行われました。終了時間も迫り支部長会のま

とめが未了となったため、今回の支部長会討議内容を本部で取りまとめ、

各支部へ報告することが了承されました。

　幹事会では代議員会構成員を対象に実施したアンケートの「校友会活

動に関する提案書」で、校友会会則に関係した提案事項について、幹事

会に設置された「会則検討委員会」で検討ならびに会則改正原案の作成

を行い、幹事会の議を経て代議員会の議案としました。

　会則改正案の策定方針は提案書の趣旨から「時代に適合した会の運

営」、「財政の安定的な確保」、「短期、中期、長期的視野での改正」を大

きな柱としました。

　主な会則の改正内容は、①総会の招集と決議事項　②代議員会の開催

回数、議決事項　③幹事会の決議事項　④解散と招集事項の新設です。

代議員会ではこれらの改正について承認されましたが、他の改正項目に

ついては継続審議となり、幹事会で会則改正案の文言修正を行い、次回

の代議員会で審議されます。

支部長会報告

校友会会則改正の趣旨

第２５条（決議事項）
　幹事会は、会務を執行するため次の
各号に定める事項を議決しなければ
ならない。
⑴総会又は代議員会に提案すべき
事項
⑵その他本会の業務の執行に関し
重要な事項
⑶削除
⑷削除
⑸削除

第２６条（定足数）
　　　　現行どおり

第２７条（議  決）
　幹事会の議長は、会長をもってあて
る。
⒉議事の議決は、出席者の過半数を
もって決し、可否同数のときは、議長
の決するところによる。

第２８条（準用規定）
　第２１条第３項（代議員会の議決
等）及び第２２条（ただし、第３項の第
３号を除く。）（代議員会の議事録）
の規定は、幹事会について準用する。

第　８　章　　　会計及び監査

第２９条（経  費）
　　　　現行どおり

第３０条（会計年度）
　　　　現行どおり

第３１条（決  算）
　決算書類は、毎会計年度終了後通
常代議員会の会日の２週間前までに
作成して、これにつき会計監事の監査
を受けなければならない。
⒉ 会計監事は、監査の結果を通常代
議員会に報告しなければならない。

　第　９　章　　　支部及び支部長会

第３２条（支  部）
　　　　現行どおり

第３３条（支部長会）
　　　　現行どおり

第　１０　章　　　除  名

第３４条（除  名）
　　　　現行どおり

  第　１１　章　　　解散及び清算

第３５条（解  散）
　本会は次の場合には解散する。
⑴総会において解散の決議をした場
合
⑵破産した場合

第３６条（清算人）
　清算人は、前条第１号の規定による
解散の場合には、総会において選任
する。

第３７条（財産処分の方法）
　清算人は、就任の日から６ケ月以内
に財産処分の方法を定め、総会の議
決を経なければならない。
⒉総会が前項の議決をしないとき又
はすることができないときは、清算人
は、管轄裁判所の認可を受けて、財産
処分の方法を定めなければならな
い。

第３８条（解散後における会費の徴収）
　本会は、解散後であっても総会の議
決を経て、その債務を完済するに必要
な限度において会費を徴収することが
できる。

第３９条（残余財産の帰属）
　残余財産は、本会又はその目的と類
似の公益目的を有する法人その他の
団体に帰属させるものとする。

附     則（施行期日）
　この会則は、昭和４５年１月１日から
施行する。
　　　以下省略／現行どおり
　この会則の一部改正　第４章　事業
　第１１条（事業）から第１１章　解散及
び清算　第３９条（残余財産の帰属）の
規定については、平成２３年４月１日か
ら実施する。

第２２条（審議事項）
　幹事会は、会務を執行するため次の
各号に定める事項を議決しなければ
ならない。
⑴予算（補正予算を含む）の実行に
関する事項
⑵予算案（補正予算を含む）の作成
に関する事項
⑶決算の報告に関する事項
⑷代議員会で付託された事項
⑸具体的な会務の処理に関する事項

第２３条（定足数）
　　　　本文省略

第２４条（議  決）
　議事の議決は、出席者の過半数を
もって決し、可否同数のときは、議長
の決するところによる。

第　８　章　　　会計及び監査

第２５条（経  費）
　　　　本文省略

第２６条（会計年度）
　　　　本文省略

第２７条（決  算）
　決算は、毎会計年度終了後２カ月
以内に作成し、これにつき会計監事の
監査を受けるものとする。
⒉ 会計監事は、監査の結果を代議員
会に報告するものとする。

　第　９　章　　　支部及び支部長会

第２８条（支  部）
　　　　本文省略

第２９条（支部長会）
　　　　本文省略

第　１０　章　　　除  名

第３０条（除  名）
　　　　本文省略

附     則（施行期日）
　この会則は昭和４５年１月１日から施
行する。
　　　以下省略

改正後 改正前 改正後 改正前
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TOPICS 3

1.基本方針
　　近年、少子化による受験者獲得競争が大学間で激しさを増しているが、本学におい
ては比較的順調に入学者を確保できている状況にある。一方で、入学試験種別の増加
によって入学者の学力格差が拡大してきたために、大学教育が難しくなり大きな問題
となりつつある。
　　本会の収入源は、入学者から納付される校友会費であるが、入学時に委託徴収をし
ていない大学も多く、今後、大学間競争を有利に進めるためには、入学時納入金額の
見直しによって委託徴収方法が変更される可能性も考えられる。本会が将来も存続で
きる組織であるためには、組織や事業の見直しに加え、さらなる緊縮財政が必要にな
ることも視野に入れて今後のことを考える必要がある。
　　以上の状況の下、各部門の予算案策定に当たっては、基本的には従来どおり緊縮し
た内容で予算編成を行った。一方、平成22年度は校友会設立40周年を迎えるため、
運営部と編集部では周年記念事業実施のための予算化を行った。

2.各部門の予算について
1)本部事務局（予算額：101,350千円）
　　平成22年度の一般会計予算の総額を101,350千円とした。過去の予算案では、繰
越金が確定していない段階であったため前期繰越金が実情とかけ離れていたが、今回
は近年の繰越金に近い20,000千円を想定して予算に組み入れ、特別会計への繰り入
れを予算化した。

2)総務部（予算額：13,880千円、予備費：9,258千円）
　　平成20年度の決算額（13,161千円）と平成21年度の予算執行状況から、予備費を
除いた平成21年度予算14,811千円に対して、平成22年度予算を13,880千円（前年
度比で931千円〔6.3％〕減）とした。
　　科目別には、提案書に基づく４委員会活動を継続するための会議費を増額した。通
信費では、子女入試案内を凡友で行うこととし葉書代を削除した。慶弔費は過去数年

の執行実態に合わせて増額した。また、これまで予備費から支出をしていた臨時の学生・
生徒団体お祝金を雑費に組み込んだ。他の科目はそれぞれ減額とした。

3)運営部（予算額：22,590千円）
　　代議員会は例年通り年２回の開催とし、秋期は10月30日に大学で開催し、春期は２
月下旬に公共施設で一泊開催する予定で予算計上した。例年と異なる点は、平成22年
度が校友会設立40周年となるため、記念事業として10月31日に記念講演会および懇
親パーティをシェラトン都ホテル大阪で開催する。この記念講演費用として1,000千円、
パーティ費用として5,000千円、記念品費用として1,200千円を計上し、これに関連
して運営部会の開催も多く必要となるため会議費を増額した。
4)編集部（予算額：20,384千円）
　　編集部の予算は、そのほとんどが会報発行費である。この会報制作費として、平成
21年度発行の凡友77号（秋号）発行部数60,500部を基に、79号（秋号）より送付対
象となる新４年生（準会員）数を付加した63,000部を基準として予算計上を行った。
80号（春号）はそれに加え、次年度の新１年生に入学時(４月)配布される。ただし、郵
送費に関して80号の発送部数は、上記新会員（卒業生）には卒業式時手渡し、新１年
生には入学時一括配布されるので不要となるとともに、年間1,000名余りの会員が住
所不明となり発送部数は減少する。

5)支部推進部（予算額：15,238千円）
　　今回の予算案は、少しでも削減というよりも、実態に応じた予算編成を前提として行った。
　　その結果、「助成金」科目を836千円減額の予算案で、支部推進部の全体予算は、約５％
減の15,238千円とした。

6)特別会計
　　収入の部は、前年度会計繰越金を一般会計の収入に計上し、特別会計に20,000千
円繰り入れることを予算化した。平成21年度の剰余金については未確定のため０円と
した。利息収入は、国債の更新が無いことと銀行の現状の利率を勘案し、現実に近い
2,016千円とした。

平成21年

平成22年

校友会活動報告　H21．10．5～H22．3．14

10月15日（木）　学園合同懇親会実行委員会（校友会事務室）
 17日（土）　福岡県支部総会（頣和園）
 24日（土）　支部推進部（大学16号館3階会議室）
 24日（土）　運営部会（校友会事務室）
 24日（土）　幹事会（大学16号館3階会議室）
 24日（土）　岡山県支部総会（ホテルグランヴィア岡山）
 31日（土）　代議員会･総会･合同懇親パーティ会場設営(体育館）
11月  1日（日）　代議員会･総会･合同懇親パーティ（16号館・体育館）
   6日（金）　編集部会（校友会事務室）
 21日（土）　鹿児島県支部総会(アミュプラザカゴシマ）
 24日（火）　支部推進部（校友会事務室）
 28日（土）　運営部会（校友会事務室）
 29日（日）　埼玉県支部総会(パレスホテル大宮）
12月  5日（土）　会則検討委員会（大阪弥生会館）
  5日（土）　幹事会（大阪弥生会館）
 26日（土）　運営部会（大学16号館3階会議室）
 26日（土）　編集部会（校友会事務室）

 1月   9日（土）　支部推進部会（大学16号館3階会議室）
   9日（土）　幹事会（大学16号館3階会議室）
 16日（土）　沖縄県支部総会（ビーチタワーホテル）
 23日（土）　大学支部総会（大学16号館3階会議室）
 23日（土）　高知県支部総会（希満里）
 25日（月）　編集部会（校友会事務室）
 30日（土）　助成金規程検討委員会（校友会事務室）
 2月  6日（土）　幹事会（梅田サテライトキャンパス）
  7日（日）　滋賀県支部総会（大津プリンスホテル）
  9日（火）　編集部会（校友会事務室）
       10日（水）　日産大阪支部総会（ブラスリーライオン大阪ツイン21店）
       19日（金）　編集部会（校友会事務室）
 3月   6日（土）　香川県支部総会（割烹 酔灯屋）
   7日（日）　関東支部総会（芝弥生会館）
 13日（土）　幹事会（大学16号館3階会議室）
 13日（土）　静岡県支部総会（大仁ホテル）
 14日（日）　三重県支部総会（胡蝶蘭）

前 年 度 繰 越 金
校 友 会 費
会 費 収 入
雑 収 入
合 計

予 算 額
20,000
80,100
900
350

101,350

●一般会計
【本部事務局】
収入の部 （単位：千円）

【各部別予算】
支出の部 （単位：千円）

支出の部 （単位：千円）

会 議 費
総 会 費
通 信 費
印 刷 費
会 報 費
備 品 費
旅 費 交 通 費
慶 弔 費
消 耗 品 費
会 員 名 簿 費
記 念 品 費
助 成 金
広 報 費
人 件 費
賃 借 費
福 利 費
大 学 祭 参 加 費
会員住所管理費
雑 費
予 備 費
合 計

総 務 部
3,060

0
640
210
0

100
1,510
2,030
350
0
0
0
0

3,960
420
50
250
400
900
9,258
23,138

運 営 部
2,430
7,600
120
320
0
0

4,230
0
0
0

4,840
3,000

0
0
0
0
0
0
50
0

22,590

編 集 部
290
0
0
0

19,804
0

240
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
50
0

20,384

支 部 推 進 部
390
0
20
10
0
0

3,399
0
0
0

210
11,189

0
0
0
0
0
0
20
0

15,238

各 部 へ の
事 業 費

予 備 費
特別会計繰入金
合 計

予 算 額
13,880
22,590
20,384
15,238
9,258
20,000
101,350

備 考
総 務 部
運 営 部
編 集 部
支 部 推 進 部

平成20年度繰越金
平成21年度繰入金（20年度一般会計剰余金より）
平成21年度受取利息（見込み）
平成22年度繰入金（22年度一般会計より）
平成22年度繰入金（21年度一般会計剰余金見込み）
平成22年度受取利息（見込み）
合 　 　 　 計

360,161,619 
22,127,741 
1,940,000 
20,000,000 

0 
2,016,800 

406,246,160 

●特別会計（財政安定化基金）
収入の部 （単位：円）

平成22年度予算案概要

平成22年度 予算（案）

合　　　計
0
0

支出の部

平成２３年３月３１日現在残額（予定）

（単位：円）

（単位：円）

406,246,160
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学園創立80周年記念事業募金にご協力ありがとうございました。学園創立80周年記念事業募金にご協力ありがとうございました。

ご寄付された方で、お名前が掲載されていない方は、学校法人大阪産業大学とのご関係やお立場により、『校友会』以外の組織・団体における区
分での掲載となりますので、ご了承のほど宜しくお願い申し上げます。（平成22年1月25日現在）

寄付者芳名録（平成21年9月1日～平成21年9月30日）

（平成18年10月1日～
 平成21年9月30日）全募金総額 677,261,837円校 友 会

募金総額 144,404,214円
募金事務局名簿より転載

学校法人　大阪産業大学
  理事長　土橋　芳邦

学園創立80周年記念事業募金の御礼
　校友会の皆様方に
おかれましては、
益々ご清栄のことと
お慶び申し上げま
す。
　平素は、学園の充
実・発展のために、
格別のご尽力を賜り

まして、厚く御礼申し上げます。
　さて、弊学園は平成20年11月1日に創立80
周年を迎えることができました。
　学園創立80周年に際しましては、記念事
業に深いご理解を賜り、平成18年10月1日よ
り開始致しました記念事業募金も平成21年9
月末日をもって終了させていただきました。
お蔭様をもちまして、677,261,837円の浄財
を賜りましたことを、ご報告申し上げます
とともに衷心より厚く御礼申し上げる次第
でございます。
　これを学園の一層の発展のために、有効
に活用させていただく所存でございます。
　本来ならば会員の皆様方ひとりひとりに
拝趨の上、御礼申し上げるべき処、誠に失
礼ながら紙面をお借りいたしまして御礼並
びにご挨拶とさせて頂きます。
　平成22年1月吉日

　校友会会員の皆様におかれてましは益々ご
健勝のことと心よりお慶び申し上げます。平
素は本会のためにご支援、ご協力を賜り厚く
お礼申し上げます。
　さて、会員の皆様方に「学園創立80周年記
念事業募金の開始と募金へのご協力のお願い」
を平成18年度10月10日発行の凡友71号にてお
知らせいたしました。募金期間は平成18年10

月1日～平成21年9月30日までの3年間です。
　第Ⅰ期　平成18年10月1日～平成19年9月30日
　第Ⅱ期　平成19年10月1日～平成20年9月30日
　第Ⅲ期　平成20年10月1日～平成21年9月30日
　（学園の80周年記念事業総予算53億円の内募金目標額は8億円に決定）
　校友会の募金目標額は1億4千万円と決まり、校友会幹事会内に募金委
員会を設置し、会員の皆様、各支部、クラブOB会、OG会、幹事、代議員、
支部長の方々へ募金へのご協力のご依頼をお願い致しましたところ、経
済状況の大変悪い中、また学園の資産運用問題が報道されているにもか
かわらず母校の発展のために、心温まる浄財を募金していただき、力強
い後押しをして頂きまして募金目標額1億4千万円に対して、入金額は
144,404,214円（達成率は103.15％）で当初の目標額を無事達成する事が
出来ました。
　改めて、会員の皆様方の母校に対する熱い思いを、心に受け止めて衷
心よりお礼を申し上げます。本当にご協力頂きまして有難うございました。

追伸
　学園創立80周年事業記念モニュメントが平成20年11月11日、大学本館西
側OSUパークに設置されております。募金者の最終の整理が出来次第、
モニュメントに全ての募金者の名前が刻印されますことをお知らせ致し
ます。
　平成22年2月15日

翁　　　娟　娟

北　代　浩　次

下　司　雅　英

高　田　鶴　夫

蜂須賀　廣　志

福　山　雅　児

宮　本　芳　文 ＜団体＞

校友会　本部

校友会　大阪中・南河内支部

（他、匿名希望1名）

（順不同・敬称略）

大阪産業大学校友会
  会長　美内　照男



8

学園
便り

第6回大阪モーターショーに4回目の出展

本学のソーラーカーが、過酷なオーストラリア大陸縦断レースで、
初のクラス優勝！

　大阪産業大学は、第6回大阪モーターショー（12月4日～7日・インテックス大阪）に、

「ガライヤBEV」、「OSUフォーミュラ2009」、「ソラえもん号」の3台の車両を出展し、

本学として4回目のモーターショー参加となりました。

　このイベントは、2年に1度開かれる西日本最大級のモーターイベントで、今回は、

厳しい経済情勢のなか規模が縮小され、入場者数も約22万5千人と前回から減少しま

したが、電気自動車などのエコカーが特徴の展示会となりました。

　各車両の指導教員と学生に加えて、前回に続き、経営学科アパレル産業コースの女

子学生7名が車両説明やパンフ配布などで協力しました。各車両パンフ、大学案内、学

園広報誌なども、約2万5千部配布するなど、本学出展車両への見学者は多く、連日盛

況でした。

　平成21年10月24日から31日まで、オーストラリアで開催されたソーラーカーレー

ス「Global Green Challenge 2009」で、ＯＳＵソーラーカープロジェクトが出場４回

目にして、初のクラス優勝を成し遂げました。灼熱のオーストラリア大陸3000キロをキャ

ンプしながら走破する過酷なレースで、ＯＳＵチームは学生と教員ら16名が見事なチーム

ワークで2位に大差をつけて圧勝しました。

　1987年、World Solar Challengeとして始まり、22年の歴史があるこのレースは、

オーストラリア北部の港町・ダーウィンから、南オーストラリア州の州都アデレードまで、

約3000キロを5日間かけて走ります。前回まではソーラーカーだけの競技でしたが、

今回からは電気自動車など他の環境自動車も参加するGlobal Green Challengeとなり、

ソーラーカーレースは、そのなかのWorld Solar Challenge部門と位置づけられていま

す。さらにWorld Solar Challengeは、チャレンジクラスとアドベンチャークラスに分

けられ、ＯＳＵプロジェクトチームはアドベンチャークラスに出場。1996年の総合8位、

1999年の同10位という経験を経て、ついに今回、初優勝となりました。

　走行するのは大半が砂漠地帯で、朝起きてみるとソーラーカーに巨大蜘蛛がいて驚か

されるなど、まさに大自然の中のレース。厳しい条件だけに出場32チーム中、規定時間

内に完走できたのはわずか10チーム。ＯＳＵチームは最高時速109キロ、巡航時速90

キロ弱で走り続け、アデレードまでの所要34時間45分と、2位オーストラリアチーム

の44時間17分に大差をつけての優勝となりました。

ガライヤＢＥＶ
（バイオ・エネルギー・ビークル）
草や木、廃プラスティックや廃木材などを利用し
て、本学で開発された技術により電気エネルギー
に変換。廃木材や草木を使うことでカーボンニュー
トラルの観点から非常に有意義なシステムとして
電気自動車（ガライヤＥＶ）を走らせます。

OSUフォーミュラ2009
「試される学生独自のものづくり」、全国80校と
競うために本学の学生がコンセプト立案から設計･
製作したフォーミュラカーです。今年の全日本学
生フォーミュラ大会で自動車工業会会長賞を受賞
しました。夢はFormula SAE国際大会への出場
です。

ソラえもん号
16年前に大阪産業大学が参加して製作された
ソーラーカー。人気キャラクター「ドラえもん」を
モチーフにソーラーカーが時代背景に合致したこ
とから「ソラえもん号」が誕生しました。当時オー
ストラリア3000kmを走行した実績があり、現在
は、小学校での環境授業にも協力しています。

出展車両の紹介

教育スピリット

教育と社会

偉大なる平凡人
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　今回で教育再考は最終回を迎えます。テーマとしてこん

なものを選んでみました。もとより「教育は国家百年の計なり」

といわれています。かの福沢諭吉も明治を迎えるにあたっ

て西洋を見聞し、これからの日本の教育のあり方を考察し

ています。祖父瀬島源三郎はよくこんなことを言っていました。

「三流の人物は金を残す、二流の者は名を残す、一流の

人物は人を残す」というものです。祖父にはたいした学歴

もありませんでしたし、まして財力もありませんでした。そん

な人物が学校を起こすという気力はどこからきたのでしょう

か？　私は常々疑問に思っていました。しかし、人を作るこ

とこそが自分にとって何よりの価値であると思ったのでしょう。

大阪に鉄道マンを養成する学校がない。交通・流通こそ

が産業を発展させる基になるとすれば鉄道学校こそが大

阪、ひいては日本を発展させる重要な要になる、と祖父は

考えたのだと思います。文字通り「徒手空拳」で何もないと

ころからの出発でした。祖父を支えていたものは「人つくり」

こそ、もっとも価値ある営みである。という教育スピリット、

教育への情熱であったのでしょう。人間はそれぞれ自分が

価値あるものと考えることを実現させるために生きています。

若者が育ち、高い理想をもって社会に貢献するその姿を

見ることこそ教育に身を投じた者の至高の幸せというもので

はないでしょうか。

　教育によって社会を変革するという考えは昔からあります。

ペスタロッチやデューイといった教育学者たちもそうでした。

明治維新の日本はまさに新しい国を作るために西欧に学び

ながら教育に力をいれ、学制や学校令によって近代国家の

礎を作るための人材を教育しようとしました。この時代は「青

雲の志」をもった若者を数多く輩出しました。坂の上の雲が

見えるところまで行けばいったいどんな素晴らしい未来が

待っているのだろう、と明治の若者たちは必死になって学ん

だのです。折りしもNHKでは昨年暮れに「坂の上の雲」を

放映しました。これを若者たちがよく見ているということを聞き

少し頼もしく思いましたが、これは現在の日本の社会も若者

も求めているものがそこにあるのではないかと私は思いまし

た。時代が人を求め、人が時代を作っていく姿に彼らは魅

かれるのではないでしょうか。今の学生には先の希望や目

標が見えなくなっています。欲しいものはすべてあるし、こ

れからの世界がどうなるかなんて何時の時代もわかりません

が、何に自分のエネルギーを向ければいいのかが分からな

いのです。生きる対象を持つことができないでいるのではな

いかと思うのです。学生のほとんどは孤独な中で学んでいま

す。親しくなった学生は「先生の学生時代はどうでしたか」

ということを聞きたがるし、これからの自分たちの指針を求め

てきます。孤独に耐え、社会の厳しさと迷路の中から光を

見つけ出す力が不足しています。多くの学生は社会に対す

る批判力も欠如しています。しっかりした学生ほど焦燥感に

かられ、将来に不安を抱いています。今、彼らは将来なる

べき大人のモデルを探し求めているのではないでしょうか。

教育スピリット教育スピリット

教育と社会教育と社会

教育スピリット

教育と社会

　孤独に耐え、自分の今なすべきことをコツコツとなしてい

けば、時の流れの中でその努力が次第に実を結ぶものです。

大切なことは不平・不満を言わず、今なすべきことをなす、

ということです。その先に何が待ち構えているかは誰も分か

りません。思わぬ出会いや僥倖によって花開くかもしれません。

そんな当たり前のことが出来る人が平凡人なのです。そん

な平凡人の力の結晶が世の中を動かす偉業を成し遂げる

のでしょう。教育へのスピリットはここにもあります。私たちの

校友にはそんな人がたくさんいます。大学の自己評価という

ものは校友の質によって決まるものです。偉大な校友がたく

さん社会で活躍しています。いま大阪産業大学で学ぶ学

生たちの励みとなるような大人のモデルである先輩がたくさ

んいることをどうか忘れないでほしいものです。

偉大なる平凡人偉大なる平凡人偉大なる平凡人

最終回

 教養部教授   瀬島  順一郎
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本田技研工業株式会社  鈴鹿製作所
ラグビー部

金　栄  大さん
（H16経営）

ソフトドレッドの長髪を振り乱し、鬼の形相で突進するその姿は、

まさに平成に甦った“サムライ”そのもの。

社会人ラグビーの頂点、トップリーグの「ホンダヒート」で活躍中の金栄 大選手は、
日本代表候補にも名を連ねた、日本ラグビー界で最も注目される選手のひとりです。

産大ラグビー部初のトップリーガー・金選手に、ラグビーや日本代表への

熱い想いを語っていただきました。

Information ◎ インフォメーション ◎

産大からトップリーグ、そして、日本代表へ̶
2011年ラグビーW杯出場を目指す熱血漢

ホンダラグビー部オフィシャルサイト
［URL］http://www.honda-heat.jp/

　金選手とラグビーとの出会いは、中学1年生の時。ボールを手に

持って好きに走れるスタイルが自分に合っていると感じ、ラグビー

部へ入部。「実際にやってみると、めちゃくちゃ面白くて。高校に

進学する時には、このままラグビーを本格的にやり続けたいと思う

ようになりました」。高校ラグビーと言えば、“花園”。ぜひとも全

国高校ラグビー大会に出場したいと思った金さんは、島根県の名門・

江の川高校へ進学します。「江の川高校※のラグビー部は、地元の

強豪校進学を断念して関西からやって来た部員が多く、『打倒、啓

光学園、大阪工大高校！』を目標にしていました。僕もそのひとり

でしたが（笑）」。おかげで、念願の“花園”にも出場し、3年生の

時にはベスト16入りすることができました。

　大学には、3年間親元から離れた生活を送ったことで、地元に対

する愛着を改めて感じたことと、自分の力で関西大学Bリーグ所属

のチームを上位リーグに引き上げたいと考え、大阪産業大学入学を

決めたそうです。ラグビー部では、柳隆史監督や松本哲治コーチか

ら随分と熱血指導を受けたとか。「『1対1で絶対に相手に負けるな！』

が、監督の口癖でしたね。ラグビーは15人同士でプレーする競技だ

けど、対個人で負けているよ

うでは勝負には絶対勝てない

と。その言葉は今の自分のプ

レーにも大きな影響を与えて

いると思います。ラグビーの

スキルがアップしたのは高校、

精神的に鍛えられたのは大

学、という感じです」。

　大学在学中から、好きなラグビーで食べていきたいと社会人ラグ

ビー部のトライアウトを受け続けた金選手。トップリーグ他チームで

のプレーを経て、ホンダヒートへ。昨年秋には、日本代表候補を選

出する合宿に招集されました。「選ばれた時は『もっと早く選べよ！』と、

生意気にも思っていました（笑）。でも、ジョン・カーワン日本代表

監督に、合宿の冒頭で『ここに集まっている君たちは、今の日本ラ

グビー界最高のプレーヤーだ』と言われた瞬間から、一気にテンショ

ンが上がりましたね。練習の時も、選手各自が自分のプレーをアピー

ルしようとする気迫が凄くて、今までにない緊張感を味わいました」。

この合宿を契機に、“桜のジャージ”を強く意識するようになったと

言います。

　「今回の代表選考で180cmに届かない僕が候補に選ばれたこと

は、ものすごく自信になりました。サイズはなくても、しっかりし

たプレーをしていれば認めてくれるということです。信じた道を追

求し続ければ、必ず夢は叶う。そう確信しました。校友の皆さんも、

自分を信じて頑張ってください」と、エールを贈ってくれた金選手。

近い将来、桜のジャージを身にまとって強豪国相手に暴れ回る姿を、

きっと私たちに見せてくれることでしょう。  （編集部　坂口　英行）

金栄  大選手の活躍は、下記HPでご覧いただけます。

独特の髪型の理由は「目立つから」。自分のプレーを、まさに全身でアピール。

※江の川高校は、平成21年4月から石見智翠館高校に名称変更されました。

キム ヨ ン デ
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平成21年10月3日から11月23日まで、港町・神戸を舞台に

「神戸ビエンナーレ2009」が開催されました。

このアートイベントの審査部門である「グリーンアートコンペティション」で、

40点余の応募作品のなかから最終6作品に選ばれ見事入賞を果たしたのが

校友の富本亮太さんを中心とする制作グループです。

今回は、そんな富本さんに、大学時代の思い出や現在の仕事ぶりについて

お話をお聞きしました。

Information ◎ インフォメーション ◎

ランドスケープデザイナー

富本　亮太さん
（H18環境）

建築・ランドスケープ両方をデザインし、
都市環境をクリエイト
マルチなデザイナーを目指す若き校友

大阪産業大学校友会会報 「凡友」78号

　富本さんは現在、公園や新築マンション、ホテルの外構、住宅

の庭など造園に関わる業務を中心に手がけている企業で計画・設

計の仕事に携わっています。ただ、最初から今のような仕事を志

望していたわけではありません。「中学時代からずっと、建築士に

なりたいと思っていました。高校は工業高校に進学してロボットを

つくったりする勉強をしていたのですが、やはり、建築士になる夢

は諦めきれなくて。都市計画を含めた大きな目線から建築を学べ

るということと、“環境”という言葉の響きに引かれて建築・環境

デザイン学科に入学しました。でも、入学当初の第一志望はあく

まで建築士。専門課程に進む段階で、当初は、建築・インテリア

デザインコースを志望しましたが、『街の中のデザインのひとつと

して、もっと広い視点から建築を考えることができる』と、先生方

からのアドバイスをいただき、最終的にシビックデザインコースに

決めました。もし、建築・インテリアデザインコースに進んでいたら、

今のような仕事はしていなかったと思います」と、富本さん。富本

さんは、卒業した今でも、松本裕講師をはじめとする教員によく

相談しにいくそう。今回のビエンナーレへの参加や、今の企業に

転職するときなど、大きな節目となる出来事には、必ずと言ってい

い程母校を訪ねているとか。「相談といっても、事後報告ですが

（笑）。ビエンナーレの作品をつくる時にも学生に手伝ってもらった

り、今でも産大とのつながりは強いですね」。今後の目標は、建築

と造園両方の設計を手がけること。「建設の業界では、建築と造園

は別のものとされ、ひとつのデザインとしてトータルで設計される

ことはほとんどありません。自分としては、そのどちらも知るもの

として、一個人の住宅から大規模プロジェクトまで、周辺環境を含

めた全体を考えて両方設計できるデザイナーになりたいですね」。

　「ビエンナーレの結果については、最終的に大賞は逃しましたが、

今でも自分たちの作品が一番だと思っています。2年後に開催され

る時には、さらに工夫した企画を考えて、ぜひ大賞をとりたいです」

と、意気込む富本さん。「個人的には、学生は外の世界に出て行っ

ていろいろな経験を積んでほしいと思います。先生だけでなく後

輩ともつながりを持って、彼らと一緒に自分自身もスキルアップで

きたらいいですね」と、メッセージをいただきました。

（編集部　川口　将武）

［URL］http://www.kobe-biennale.jp/compe/green/index.html

2

富本さんのグループがコンペティション部門に出展した作品が
「神戸ビエンナーレ2009」の公式HPで紹介されています。

「ビエンナーレ神戸2009」メリケンパーク特設会場内の、ご自身の作品が展示さ
れたコンテナの前にて。これからも色々な事に挑戦していきたいと語る富本さん。

出展作品のテーマは「～ in the bottle」。水を入れたボトルに水生植物を入れて育
てることで、二酸化炭素を排出する人間と、その二酸化炭素を取り込んで酸素に変
える植物との共生関係を表現しました。

株式会社　都市環境ランドスケープ
［URL］http://www.ue-planning.co.jp/



12

大阪北河内支部

　9月12日、平成21年度通常総会を「からすま京都ホテル」にて開催しました。
本部より美内会長と宮本幹事、近隣の支部の方々等、多数の出席をいただき、
盛大な総会となりました。
　第一部では、平成20年度活動報告や会計報告、会計監査報告に続いて、
21年度活動報告及び予算案が無事に承認されました。第二部では、京都府支
部副支部長で、舞鶴高専の白藤教授より「天橋立・阿蘇中海浄化の取組み」に
ついての講演、本部より宮本幹事による大阪産業大学の現況についての講演
をいただきました。続いて、笑福亭智之介さんによる余興があり、参加者全
員大いに盛り上がりました。懇親会では、参加者全員が食事をいただきなが
ら抽選会を行い、和気あいあいとした雰囲気の中でなごやかな時間を持つ事
ができました。来年度も、より多くの会員の皆様と素晴らしい時間が共有で
きる事を楽しみにしています。　　　　　　　　　　　（支部幹事　阪野文和）

京都府支部 9.12からすま京都ホテルにて開催

　第７回の支部総会は、本部から美内会長はじめ近隣支部からも多数ご臨席を賜
り、大学・山田副学長からご講演いただき、引き続いて懇親会を開催致しました。
平成４年、旧神戸市支部設立、同15年、兵庫県南支部に改称、来る平成24年は支
部設立20周年の佳節を迎えます。
　一昨年11月29日の第3回幹事会において、「支部設立20周年記念事業」が発
議され、今総会にて支部長を中心とした準備会のもと、記念総会実行委員会（委
員長：藤原副支部長）、記念誌編纂委員会（委員長：北川副支部長）が発足しまし
た。また、同年の10月25日、兵庫県サミット（北支部主催）でのネット構想を受
けて「兵庫県ネット」を正式に立ち上げ、森本相談役が総括として４支部HPの運
用と管理にあたっています。一方、西山顧問をリーダとする「趣味工房村」など、
従来からの活動も充実発展が確認されました。これを機に、卒業年度毎など、私的
に集っているメンバーの支部合流を期待しています。　　　　（支部長　赤田護）

兵庫県南支部 8.30神戸木材会館にて開催

　北河内支部では　近年支部総会とレクレーションを兼ねて日帰りバス旅行
を企画しています。
　今回は、レストハウス白樺の丘から鬼面台展望休憩所、国民休暇村蒜山高
原というコースでした。前日は雨で、当日も雨かなと思いきや、悪運の強い人
が多いと雨雲も恐れをなして逃げてしまったようです。今年もバス2台で（会
員44名・家族27名）で出発し、バスの中では久しぶりに会う旧友との会話
が弾んでいました。車中で行われた総会は、約1時間で議案全てが無事承認さ
れました。
　今回は、蒜山高原で昼食をとり、美味しいジンギスカン料理に舌鼓を打ち
ました。ジャージーランドでは乳搾りを体験し、ラドン温泉「高原の湯」では
貸切の温泉でゆっくりのんびりとお湯を楽しみました。帰りは休日1,000円
効果のためか道路が渋滞しましたが、無事帰り着く事ができました。最後に、
鬼面台展望休憩所からの大山蒜山高原の展望は良かったですよ～！！

（副支部長　吉岡益男）

　9月12日、今回も例年通り、第25回大阪産業大学校友会大分県支部総会
を別府市で開催致しました。会場は、別府湾が一望に望めるホテル、名前も
「望海」です。今年の総会は参加者も19人とまずまずの人数でした。
　総会の後の懇親会には鹿児島県・宮崎県からご夫婦でご参加の先輩達がい
らしゃって懇親会が盛大に盛り上がりました。本部より梅木副会長・大分県
出身の武内代議員を来賓に迎え校友会の今後のあり方などの説明があり、会
員相互の関係をより深く助け合いを含めた関係作りの必要性を感じました。
今後若手の参加を増やす為にも家族ぐるみの親睦が必要だと思います。
　郷土自慢の関あじ・関さばを頂き、季節の創作料理に美味しい焼酎、楽し
い時間を共有しました。

（支部事務局　姫野一彦）

大分県支部 9.12ホテル「望海」にて開催

9.13蒜山高原にて開催



13

　全国で活躍中の産大OBの皆さん､お元気でしょうか。私たちは､9年ぶりに
県人会を開催しました。かつての学友のあなた､写真の中の私がお分かり頂け
るでしょうか…。
　さて当日は､本部より美内会長､梅木副会長の参加を頂き総勢20名の会員が
県内各地から集合しました。参加者の平均年齢は、50歳を越えていたでしょ
うか。中には若い会員の参加もあり大変心強く、終始明るく和やかな雰囲気
でした。全員の自己紹介のメッセージの中に、産大のおかげで今日があると
の趣旨の発言が多く、改めて若いときの経験が生かされているのだなあと感
動を持って聞き入りました。生駒寮での経験や、名物教授の薫陶やらに共感
が多く、大いに花が咲いて盛り上がりました。最後に、参加者と産大の発展を
祈念して万歳三唱でお開きとなりました。

（支部長　重見定）

広島県支部 9.26広島ガーデンパレスにて開催

宮崎県支部 10.3日向第一ホテルにて開催

　10月3日、日向市の「日向第一ホテル」において、第9回宮崎県支部総会及
び懇親会を開催しました。校友会本部より美内会長と神馬幹事、九州地区内
の福岡・大分・長崎・鹿児島各支部の代表にもご参加をいただき、三浦支部
長より平成20年度活動報告の後、会計監査報告が行われ承認されました。
　会の参加者数の伸び悩みが例年の課題であり、宮崎県が南北に長く交通の
便が悪いだけの問題にせず、会員の参加意識を高める工夫も必要との意見も
出されました。その後、記念撮影、懇親会へと移行。美内会長よりご祝辞をい
ただいて宴席となり、各支部より持参していただいた焼酎を飲みながら交流
を深めました。当日は中秋の名月に当たり、日向市市街地では「日向十五夜祭」
が開催され多くの人出で賑わっていましたが、懇親会会場は、それ以上の盛
り上がりとなりました。

（副支部長　中村秋生）

　平成２１年福岡県支部総会を、10月17日に「頤和園」にて開催いたしました。
本部より梅木副会長に出席戴き、大学及び校友会の近況の報告を含め、ご挨
拶をいただきました。鹿児島、大分、長崎の各支部長も出席していただき、会
の運営について多くの貴重なご意見を賜り有り難うございました。総会議事
として、事業報告、会計報告、役員改選等が検討審議され、すべて承認可決
されました。
　その後の懇親会ではおおいに歓談、飲食し、旧交を深め楽しい時間をすご
しました。次回も必ず再会する事を約束し散会しました。来年の総会は10月
16日に開催予定です。毎年参加者の少ない当支部ですが、これからも気長に
頑張ろうと考えています。福岡県在住、また出身の皆さん、連絡ください。熊
本県、佐賀県の方々の参加、大歓迎です。お待ちしています。

（支部長　石松雅博）

福岡県支部 10.17中華料理「頤和園」にて開催

岡山県支部 10.24ホテルグランヴィア岡山にて開催

　本部より神馬幹事を迎え、第19回支部総会を25名の参加で開催し、有意
義な総会となりました。光岡支部顧問の軽妙な進行で、爆笑の中、会員の皆
さんが壇上に上がり、活発な意見や自己紹介等をしていただきました。楽し
い雰囲気で時間が過ぎ、景気の悪い中、来ていただいた皆さんも元気を回復
された事と思います。新卒の方や初参加の方がおられたり、次期支部役員選
出についての積極的な参加のご意見もいただき、心強い限りです。次回開催
時には、今回参加の皆さんにも、知り合いの校友会員にお声がけしていただ
きたいと思います。
　最後になりましたが、飲食を提供してくださったホテルグランヴィア岡山
勤務の、S48年経営卒の児島哲朗氏に厚く御礼を申し上げ、会員の皆々様の
ご多幸と御健康を祈り、お礼と報告にさせていただきます。

（支部長　芦田正之）

大阪産業大学校友会会報 「凡友」78号
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　皆様お元気でしょうか。
　第6回沖縄県支部総会を、「ザ・ビーチタワー沖縄」にて開催しました。今回
は原点に帰って、設立総会を開催した場所で行いました。出席者は、本部か
ら美内会長、中井幹事、長崎県支部の平尾氏、鹿児島県支部の山本氏、沖縄
県支部会員8名が参加し、その後3名が合流し、計11名で非常に楽しいひと
時を過ごしました。米須地区幹事の総合司会のもと、始まりから約40分で総
会が次第に乗って来て無事に終了することができました。今回、初めて出席
された中村氏、H20年卒業の大城氏が加わり、新しい会員が参加したため話
も盛り上がり、皆次回の出席を約束してくれました。
　活動予定の決めごととして、5月にゴルフ大会、7月にボーリング大会の開
催を決めました。総会後は即、親睦会となり、仲村氏と平氏、山本氏が卒業
以来の再会らしく、話も弾んでいました。では、また次回をお楽しみに。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　吉田普）

沖縄県支部 1.16ザ・ビーチタワー沖縄にて開催

　第22回支部総会を、鹿児島中央駅に隣接したアミュプラザ内の「魚菜や・朝次
郎」で開催しました。本部から美内会長、宮本幹事、大分や長崎、福岡、宮崎県各
支部より10名の支部員が参加。美内会長からは、学校学園の様子や校友会本部の
活動報告などをしていただきました。
　総会では、昨年の支部総会で選任された有馬支部長が、お互いの友好を深める
ため、九州・沖縄県支部の5支部の総会に出席した旨の内容で、まずは挨拶。その
後、1年間の活動報告、会計報告、会計監査などの議題はすべて了承されました。
　懇親会では、各県支部からいただいた焼酎などを楽しみながら、情報交換で有
意義な一次会はお開き。二次会は、近くのカラオケに場所を移して更に交流を深
めました。

（支部長　有馬順一郎）

鹿児島県支部 11.21アミュプラザカゴシマにて開催

埼玉県支部 11.29パレスホテル大宮内「欅」にて開催 高知県支部 1.23高知市追手筋「
  け   ま   り  

季満里」にて開催

　平成22年1月23日（土）に、第10回高知県支部総会が高知市の料亭「季満里」
で開催されました。校友会本部からは美内会長、荒木幹事を迎え、また、愛
媛県支部からは古瀬監査、能知相談役、香川県支部からは長田支部長、徳島
県からは津川支部長と、多くの来賓を迎え、わが支部は18名が出席。盛大に
総会を開催することができました。総会では、支部長報告に始まり、美内会
長からは大学の近況報告をしていただきました。議事に入ると、支部活動報告、
会計報告、会計監査報告、役員改選と順次進行し、無事終了しました。
　引き続き懇親会に移り、小松副支部長の乾杯の音頭に始まり、一人ひとり
の近況報告があり、土佐流の献杯で大いに盛り上がりました。ところで今年は、
NHKの大河ドラマ「龍馬伝」が放映され、高知では「土佐・龍馬であい博」が
開催されるなど、高知は熱く燃えています。ぜひ、当地に足を運んでください。

（支部長　濱﨑勲）

　今年の支部総会は、新しい仲間が参加し開催されました。本部からは、福
井義員副会長が本部の情報を携えて参加していただきました。私どもの支部
は中小支部で、毎回三桁の参加人数（100名）を期待して頑張っています。
　今年の会場は、さいたま市（旧大宮市）のパレスホテル大宮「欅」で昼食
会形式で実施しました。前半は総会資料に基づき、支部長挨拶から始まり、
本部副会長からの校友会情勢のお話から始まり、議案の承認も無事可決し、
後半の親睦会へ。今回、初参加の方に、今井君（S44年経営）の自己紹介か
ら始まり、順次めいめいが自分の近況報告を交えて自己紹介をしました。そ
の後、支部のあり方について議論しました。本部情報誌のことやホームペー
ジ活用方法など前向きで楽しい建設的な話題で昼食会が盛り上がりました。
また、今回、埼玉県内在住の校友会員の分布地図を作ったところ、ハガキで
の反響が帰って来たのがうれしかったです。　　　  （支部長　鈴木規久男）

大阪北河内支部・餅つき大会
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日産大阪支部 2.10ブラスリーライオン大阪ツイン21店にて開催

大阪産業大学校友会会報 「凡友」78号

　平成22年1月23日に、第34回大学支部総会を大阪産業大学中央キャンパ
ス16号館3階会議室に於いて開催いたしました。美内会長が高知支部へ向か
われたため、本部より石田副会長にご臨席をいただきました。平成21年度の
活動報告、会計報告、監査報告などの議題が滞りなく可決・承認されました。
今年は懇親会も大学キャンパス内で開催し、仕事の延長線上のようでした
が、校友が集えたことで懇親が進むにつれて多少の冗談も交わし、和気あい
あいの雰囲気となりました。懇親会場のパルフェＴ・Ｔは、本学の卒業生でも
ある鳥原氏が経営されており、お世話になりました。次回の総会・懇親会は
学外を予定していますが、校友が気軽に参加できる学内での開催もよいかも
しれません。3月19日の卒業式は大学支部全員が協力し合って、新たな門出
となる後輩たちを祝う予定です。

(支部長　上田博之)

大 学 支 部 1.23大阪産業大学16号館にて開催

　平成22年1月10日(日)　JR姫路駅前にある「JAL日航姫路」に於いて、
第３回の近畿地区校友会支部・賀詞交歓会が行われました。美内校友会
会長のご臨席を賜り、50名の参加者でした。二次会はホテル最上階の
ラウンジで姫路城を望む事が出来ました。
　来年度は、滋賀県支部で開催の予定となっております。

（兵庫県南支部・宮本芳文）

第3回近畿地区校友会支部・
賀詞交歓会

大阪北河内支部・餅つき大会大阪北河内支部・餅つき大会大阪北河内支部・餅つき大会

　北河内支部恒例の「餅つき大会」が平成21年12月13日(日)に行われ
ました。大学支部にも呼びかけ、総会員数34名、家族も含めますと48名
の参加者がありました。大学13号館横駐車場には数日前から準備された
食材がならび、餅・味噌汁のほか、焼網では蟹や魚介類、鉄板では豚肉と野
菜の重ね蒸しとメニューもいろいろ。調理に食事に歓声を上げながらのに
ぎやかな会合となりました。最近では会員子女も大きくなり、子供たちの
参加者は減少傾向にあるとのことですが、参加された子供たちの笑顔が
印象に残る催しでした。　　　　　　　　　　　　（編集部・宮井義裕）

　平成２１年度支部総会が、２月１０日、高見副会長、神馬幹事ご出席のもと
開催されました。大阪日産モーターが大阪日産自動車と日産プリンス大阪販
売に再編され、今年１月には大阪日産、プリンス大阪が同じ持ち株会社に統合
されました。それにより、大阪日産自動車支部は両社に支部会員が存在する
形になりました。今回、プリンス大阪在籍者にも参加を呼びかけ１０名の参加
がありました。全体では現大阪日産支部会員２０名、旧大阪日産モーター支部
会員１７名（大阪日産在籍６名、プリンス大阪在籍１１名）が集まり盛大な支
部総会になりました。３年ぶりの再会を喜び合い、改めて校友会の存在に感
謝した次第です。議事では大阪日産自動車支部を現状に合わせ、「日産大阪支
部」と名称変更することを決議し、新たにプリンス大阪から副支部長１名を選
出、会員間の連絡を密にして全員が参加するよう働きかけを行なうことが確
認されました。次回、来年２月９日開催も決定しています。（支部長　鮫島好徳）
＜支部役員＞
・支 部 長
・副支部長

鮫島好徳（Ｓ42短自）
内田祐司（Ｓ56短自）
石上佳秀（Ｓ59短自）
宮川浩二（Ｓ55短自）
坂東昭宏 ＊退任　
倉田満男 ＊新任（Ｓ53短自）　
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　吹奏楽部は、12月23日（祝・水）、大東市立総合文化セン

ターの大ホールにて、第２６回定期演奏会を催しました。今

回 の 演 奏 会 は、Popsス テ ー ジ・Ideaス テ ー ジ・

Symphonicステージの三部構成で行い、６００名もの来場

者を迎えることが出来ました。

　まずPopsステージでは、ディズニー・メドレーをはじめ、

誰もが一度は耳にしたことのある曲、計4曲を演奏しました。

続いてIdeaステージでは、ある有名漫画をリメイクし「こち

ら大東市トラブル発生前派出所」というテーマで、音楽あり

の劇をしました。最後にSymphonicステージでは、夏のコ

ンクールで演奏し金賞をいただいた曲「写楽」など３曲、最後は10名を越える卒部生にも加わっていただき合同演奏でフィナーレを迎えました。

吹奏楽部　第２６回定期演奏会開催

少林寺拳法部創部４０周年記念式典が１１月２２日（日）に

ホテルグランヴィア大阪にてOB会主催で開催されました。

今回は創部から４０年にわたり少林寺拳法部監督としてご

指導頂いておりました横田仁先生が喜寿を迎えられるのを

OB会でお祝いするのを兼ねての開催となりました。会には

初代主将から昨年３月に卒業した方々がご夫婦、子供連れで、

関西地区はもとより関東、信州、北陸、山陰、山陽、四国から

７５名ほどと部員と合わせ約１００名が参集しました。

午後３時、副会長の黒田さんの司会で開宴し、坂倉会長と

島川先輩の演武と１０月に全日本大会で３位入賞した部員の

演武が披露されました。祝杯の後、横田先生にはこれまでの感謝を込めた喜寿特製バースデーケーキが贈られました。その後は各テーブルで先輩後輩が

再会を喜び合い、厳しい現況を忘れて楽しく懇親し、会は最後まで盛況でした。最後に校歌を歌い５０周年を約束して帰路へと着きました。

（平佐多敬二・S51交機）

少林寺拳法部創部４０周年

私 た ち 、 が ん ば り ま し た私 た ち 、 が ん ば り ま し た

クラブクラブ
活動活動
クラブ
活動

結果報告

アメリカンフットボール部
関西学生リーグ（9・12～11・15EXPO FLASH FIELD他）DivⅡBで1位。
DivⅡ順位決定戦（12・5 EXPO FLASH FIELD）17-45龍谷大（DivⅡA･
1位）。入替戦（12・20 EXPO FLASH FIELD）7-21神戸大（DivⅠ･7位）。
DivⅠ昇格ならず。

アーチェリー部
大阪府インドア公認記録会（11・22長居球技場室内練習室）の1回目リカー
ブ男子で竹中貴浩（流通2回）が 12位、豊田光昭（経営3回）16位、松井
聡之（情報2回）19位。コンバウンド男子で小林亮介（都市4回）15位、リカー
ブ女子で宮崎里圭子が7位、2回目リカーブ男子で竹中貴浩が5位、豊田光
昭が7位、松井聡之が13位。

空手道部
全日本大学選手権大会（11・23大阪市中央体育館）の男子団体1回戦で、
3-2福工大、2回戦で0-5近大工。女子団体の1回戦で3-0一橋大、2回戦
で3-0立教大、3回戦で0-3駒澤大。

弓道部
関西学生リーグ戦2部（9・20～大産大弓道場 他） 1勝3敗。関西女子学生
リーグ戦5部（9・20～大産大弓道場他） 0勝3敗。入替戦（11・8）
25-39梅女大（6部1位）で6部降格。

剣道部
関西学生新人大会（11・22近大記念体育館）団体男子で1回戦3-0電通大、
2回戦0-4近畿大。
個人女子で井口未来（スポ健2回）3回戦敗退、田中香帆（経済2回）･河野志
保（スポ健1回）2回戦敗退。

ゴルフ部
関西学生秋季2･3部学校対抗戦（9・1～ 2日野ゴルフ倶楽部）初日、315
ストローク（7位）。上位8校予選通過。２日、317ストローク（6位/8校）。
2部昇格復帰し林貴映が最優秀選手賞獲得。関西女子学生会長杯（10・7
有馬ロイヤルゴルフクラブ）小猿裕子（スポ健1回）が13位タイ、田中蘭子（ス
ポ健1回）が15位タイ。関西学生男子新人戦（10・13タイガースゴルフク
ラブ）で杉本晃行（経済2回）が24位、石中知人（スポ健1回）が63位。関
西男子学生会長杯（11・4～ 6大甲賀カントリークラブ）で小宮路真司（ス
ポ健2回）が30位タイ。
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硬式庭球部
関西学生選手権本戦（9・1～ 8靭テニスセンター）で男子シングルス渋田
真宏（文化3回）･北村駿（経済1回）が1回戦敗退、男子ダブルス1回渋田真
宏･西村祥（経営2回）組戦敗退、女子シングルス楳田舞（スポ健2回）2回
戦敗退、柳瀬洋子（流通1回） ･パクイエジン（流通1回）同1回戦敗退。

硬式野球部
阪神大学秋季リーグ戦（8・27～10・27万博記念公園球場他）で9勝3敗（勝
ち点4）１部2位。

サイクリング部
西日本学生選手権大会･加東ロードレース（9・6播磨中央公園特設コース）
で伊勢洋人（スポ健2年）が学生2位、永山貴浩（交機4年）が同10位。全
日本学生カップシリーズの第6戦立命館R（9・20立命館びわこ特設コース）
で男子11位、伊勢洋人・剱持草（交機３回）が12位。全日本実業団ロードレー
スin輪島（10・17～ 18石川県輪島市）BR－1で永山貴浩が10位、剱持
草が41位。ツールド･おきなわ（11・8沖縄県）UCI（プロ）第2ステージ
200km で中澤田賢匠（交機2回）が67位。

サッカー部
関西学生リーグ（後期）（9・12～11・29鶴見緑地球技場他）2勝7敗2分（勝
ち点8）で１部11位。年間通算6勝13敗3分（勝ち点21）で10位。1･2部
入替戦（12・12長居第2球技場）1-0姫獨大（2部3位）で1部残留決定。

自動車部
全関西学生ジムカーナ選手権大会（9・18名阪サーキット）のスラローム
競技第2種（ジムカーナ）総合8位。全日本学生ジムカーナ選手権大会（8・
29～ 30鈴鹿サーキット）のスラローム競技第2種（ジムカーナ）予選で総
合12位。決勝で総合21位。

柔道部
関西学生体重別優勝大会･団体7人制（9・5岸和田市総合体育館）の1回戦
で7-0京学園大､2回戦で3（ポイント負け）-3関学大。敗者復活戦の1回戦
で5-0姫獨大、決定戦4-2大経大。全国大会出場決定。関西学生体重別選
手権大会・個人戦（9・6岸和田市総合体育館）の60kg級ベスト8、 柴田大
地（スポ健2回）が66kg級2位。中村一真（経営4回）・吉本幸紀（経済3回）
が同3位。以上3名は全国大会出場決定。全日本学生体重別選手権大会・個
人戦（10・11、12日本武道館）60kg級で柴田大地が2回戦敗退､66 kg
級で吉本幸紀がベスト16､中村一真が2回戦敗退。講道館杯全日本体重別
選手権大会・個人戦（11・15千葉ポートアリーナ）66kg級で中村一真が
1回戦敗退。

自動二輪競技同志会
“NANKAI”MiNi-Moto4耐合同走行会（8・13鈴鹿サーキット）で40分フ
リー走行を4本。車体調整を実施。

準硬式野球部
関西地区六リーグ対抗大学大会（10・24～ 11・22南港中央野球場他）
で0勝5敗。

少林寺拳法部
全国大会in青い森（10・11新青森総合運動公園・青い森アリーナ）で赤木
優美（スポ健2回）・鳥越景子（スポ健2回） 組が組演武一般女子二段の部で
3位。全日本学生大会（11・15日本武道館）で真鍋佑輔（経営2回）・鳥越
景子組が男女初段の部優勝､貫代阿友美（経済2回）・大城麻友美（スポ健1回）
組が女子三段以上の部で4位。

スキー競技部
全関西サマージャンプ大会（10・11～10・12　妙高高原赤倉シャンツェ）
で大野良太（交機1回）が14位、植田康孝（文化2回）が18位、栗本貴啓（ス
ポ健1回）が19位。秋季季節外競技会（11・8グリーンピア三木）で串田和
也（流通2回）が男子アルペン5.8km54位、大川直輝（経済3回）が87位、
栗本貴啓が94位。女子アルペン2.8kmで齋藤唯（文化3回）が31位。男子
ノルディック15.8kmで植田康孝が42位、大野良太が54位。

ソフトボール部
全日本大学選手権大会（8・27～ 8・30宮崎県県総合運動公園他）でベス
ト8。関西学生秋季リーグ戦（10・4～ 10・25万博公園スポーツ広場）
で1勝4敗。

テコンドー部
第3回全日本選手権大会西日本地区大会 （9・20大産大体育館）で小森悠
司（文化3年）が一般男子初級-63kg級3位。全日本テコンドー選手権大会
出場権獲得。全日本選手権大会（11・20岸記念体育館）一般男子初級
[-87kg級]で中西昴平（機械4回）が準優勝。コンバウンド男子で小林亮
介（都市4回）が25位。

男子ラクロス部 
関西学生リーグ戦（8・19～10・30京都大学農学部グランド他）で0勝7敗
1部8位。関西学生リーグ新人戦（8・31～9・3舞洲運動場）で2勝2敗1分。

日本拳法部
全日本総合拳法個人選手権大会（9・13大阪市中央体育館）で近藤健（国際
4回）が2回戦敗退。

バスケットボール部
大阪総合選手権大会・男子（8・26～ 9・17東淀川体育館）で 1回戦
97-64履正社医療スポーツ専門学校。2回戦58-67タツタ電線。関西女子
学生リーグ（8・14～9・6桃山大体育館他）3部で2勝6敗。

バレーボール部
近畿6人制総合男子･女子選手権大会（9・5～ 9・6大阪府立体育館）でベ
スト8。1回戦2-0東山高校､準決勝0-2パナソニックパンサーズ。関西大学
連盟秋季リーグ（9・12～10・25各大学体育館）で8勝1敗の1部2位。

ライフル射撃部
全関西学生選手権大会（9・9～ 12能勢町立国体記念スポーツセンター）
で小嶋駿佑（機械2年）475点/600点、野田靖人（経済3年）527点/600点、
福良直哉（機械2年）465点/600点、池田幸平（電子2年）441点/600点、
板倉純一（経済2年）474点/600点。第6回秋季全関西学生デジタルスポ
ーツピストル選手権大会（9・9～12能勢町立国体記念スポーツセンター）
で安本尚史（機械2年）236点/400点、坊大輔（経済1年）125点/400点、
岡田直也（情報2年）145点/400点、板倉純一208点/400点。

ラグビー部
関西大学リーグ戦（4・19～7・4各大学グランド）Aリーグで0勝7敗8位。
A・Bリーグ入替戦（12・12宝が池球技場）で10-69近畿大（Bリーグ１位）。
Bリーグ降格決定。

陸上競技部
天皇賜杯第78回日本学生陸上競技選手権大会（9・4～ 6国立競技場）や
り投げで村田英俊（経営3回）が63ｍ93、15位。  

軽音楽部
前期定期演奏会（9・14京橋ism）で8組のバンドがそれぞれ得意の曲を演奏。

吹奏楽部
大阪府吹奏楽コンクール（9・30大東市立総合文化センター）で｢真夏の夜
の夢｣｢涙そうそう｣｢川の流れのように｣等5曲を演奏。四條ふるさとまつり
（10・18野崎商店街）で｢セレブレーション｣｢セプテンバー｣等を演奏。日
本クラシック音楽コンクール（地区本選）（10・29大和郡山城ホール）では
全国大会進出ならず。

創作文学研究部
阪駒祭での展示および阪駒本の発行（10・9～11学内）。

テクノフリーク部
ロボファイト10（10・10大阪産業創造館）トーナメントに75台出場（大
産大から6台出場）。SRC級でベスト8。「つばめ」「ギャラピー」「ピンギキ
ュラ」が雑誌｢ロボウォッチ｣の取材を受ける。

内燃機関研究部
第29回本田宗一郎杯Honda エコノバリー燃費競技全国大会（10・10～
11ツインリンクもてぎ）グループⅢ（大学クラス）でAdvanced Force-¢、
燃料消費率585．35（㎞/ｌ）を記録。

クラブ
活動



18

大学祭（阪駒祭）報告

　アーティストライブ、吉本芸人の無料ライブ、模擬

店やフリーマーケットなど多くのイベントが行われる

阪駒祭が上記日程で開催されます。また、校友会では

29日（金）、30日（土）の2日間、「校友会テント」を開

設し、飲物・食べ物を準備して会員の皆様のお越しを

お待ちしております。どうぞお立ち寄りください。

2010年10月29日（金）
～10月31日（日）

大学祭「阪駒祭」
開催日のお知らせ

受験適齢期の子女がおられる校友会会員のみなさまへ受験適齢期の子女がおられる校友会会員のみなさまへ
子女には受験・入学の優遇制度があります。大いに活用をおすすめします。

1.受験料免除（すべての入試に適用されます。）

平成23年度入試（平成22年11月～平成23年3月）の詳しい内容が決まるのは5月の予定です。

参考）平成22年度入試の内容は下記の通りでした。

校友会長が発行した書面を願書に添付する。 次の各項に該当する者
①本学への入学を特に希望する者
②本学の卒業生の子女（子女とは、孫、子または兄弟姉妹）
③高等学校を平成22年3月卒業見込みの者
④高等学校調査書の全体評定平均値が「3.0」以上の者

※摘要回数に制限はありません。

2.卒業生子女特別入学試験
（1）募集定員と結果

（2）出願資格

小論文と面接
（3）選考方法

受験料（大学35,000円・短大30,000円）の還付と入学祝金
（100,000円）を贈ります。

（4）校友会からの特典

学 部

人 間 環 境 学 部

経 営 学 部

経 済 学 部

工 学 部

短 期 大 学 部

学 科
文化コミュニケーション学科
生 活 環 境 学 科
経 営 学 科
流 通 学 科
経 済 学 科
国 際 経 済 学 科
機 械 工 学 科
交 通 機 械 工 学 科
都 市 創 造 工 学 科
電 子 情 報 通 信 工 学 科
情 報 シ ス テ ム 工 学 科
建 築・環 境 デ ザ イン 学 科
自 動 車 工 学 科

定員
5
5
5
5

6

2
2
2
2
2
2
2
40

受験者
1
0
2
0
1
0
0
0
0
0
1
0
3
8

合格者
1
0
2
0
1
0
0
0
0
0
1
0
3
8合計

●お問い合わせは校友会事務室（菱田）まで
フリーダイヤル 0120-84-3040　FAX.072-875-0398

平成21年10月9日～11日と例年より一ヵ月近く早

い日程で、大学祭（阪駒祭）が開催されました。開会

式には美内会長も出席し、体育会、文化会への学生

団体助成金（計190万円）の目録授与を行いました。

また、恒例の校友会テントも大学祭初日に設営し、

3日間で88名の校友の皆様に訪れて頂きました。

入学宣誓式

第1回幹事会 

徳島県支部総会

平成21年度会計監査  

大阪泉州支部総会 

第2回幹事会 

富山県支部総会

長崎県支部総会

第3回幹事会

兵庫県西支部総会 

大阪市支部総会

兵庫県北支部総会

北海道支部総会

兵庫県東支部総会

愛媛県支部総会 

新潟県支部総会

第4回幹事会 

兵庫県南支部総会

香川県支部総会 

大阪中・南河内支部

第21回ゴルフ大会

京都府支部総会

大阪北河内支部総会 

第5回幹事会

  

4月 2日

 17日

 18日

 24日

5月 8日

 15日

6月　 5日

 12日

 19日

 20日

 27日

7月 4日

 10日

 10日

 24日

8月 29日

9月 4日

 5日

 8日

 11日

 12日

 18日 

（金）

（土）

（日）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（土）

（日）

（日）

（日）

（土）

（土）

（土）

（日）

（土）

（日）

（水）

（土）

（日）

（土）

大分県支部総会

宮崎県支部総会 

福岡県支部総会 

第6回幹事会

～31日 （日）

大学祭  

第66回代議員会

校友会設立40周年記念

式典・総会・懇親パーティ

鹿児島県支部総会 

埼玉県支部総会 

第7回幹事会 

第8回幹事会

沖縄県支部総会

大学支部総会

第9回幹事会

日産大阪支部総会

滋賀県支部総会

第67回代議員会

第24回支部長会

第10回幹事会

学位授与・卒業式

関東支部総会

10月 3日

 16日

 23日

　　 29日

　　 30日

　　 31日

11月20日

 

12月 4日

 

1月 8日

2月 5日

 9日

 

 19日

 20日

3月 12日

 19日

 

（日）

（土）

（土）

（金）

（土）

（日）

（土）

（土）

（土）

（土）

（水）

（土）

（日）

（土）

（土）

平成22年度　校友会スケジュール

平成23年

平成22年 （予定）

（予定）

（予定）

（予定）

（予定）

（予定）

（予定）

（予定）

開催日未定支部：広島県、静岡県、三重県、岡山県、高知県
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卒業生数 77,280名
重複卒業生数 　1,867名
会員数 75,413名

物故者数 568名
住所不明者数 17,859名
連絡可能会員数 56,986名

●
●
●

●
●
●

会員データ （平成22年2月1日現在）会員データ

今号は、次年度以降の校友会の方針を決める代議員会審議

内容を掲載すべく、最終校正間際まで制作に追われました。

ページ数の関係で掲載できなかった箇所については、校友会ホームページと合わ

せてご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　 （編集部長　宮井義裕）

お 悔 や み 以下の方がお亡くなりになりました。
心からご冥福をお祈りいたします。

元経済学部教授

下　條　哲　司氏

元教養部教授

森　　　正　保　氏
元教養部教授

小　林　幹　夫氏

元工学部技術員

八　木　昌　男氏

●お申し込み・お問い合わせは校友会事務室（菱田）まで
フリーダイヤル 0120-84-3040　FAX.072-875-0398

日 時

場 所

平成22年10月31日（日）
●10:00～ 記念式典 
●11:00～ 記念講演会
●12:00～ 総会・懇親パーティ

シェラトン都ホテル大阪
●正会員／5,000円
●ご家族（中学生以上）／2,000円

第20回 校友会親睦ゴルフ大会

卒業証書を授受されていない
卒業生の皆様へ

第20回校友会親睦ゴルフ大会は、9月22日（火）奈良柳生カント

リークラブで開催。今大会は、学園創立80周年の慶事にあたり、「記

念祝賀ゴルフコンペ」とのダブルコンペとなりました。土橋理事長、

重里常務理事をはじめ、学園教職員および関係者など、総勢172名。

うち校友会は、68名の参加となりました。前日の雨も上がり、朝か

ら清々しい天候となり、それぞれ和気あいあいとした雰囲気の中で

のプレーとなりました。

総合優勝は、戸谷裕之氏（経済学部教授）でした。また、校友会

ゴルフ大会優勝者は、高岡省二氏（S41短自）となり、美内会長よ

り優勝カップと第20回記念トロフィーを授与されました。なお高

岡氏は、祝賀コンペでも総合第2位に入賞され、「第20回記念大会

で優勝ができ、本当に嬉しいです」と感想を述べられました。

（北村明彦）

卒業式に出席されず、卒業証書を未だ授受されておられない卒業
生のみなさん、このたび「校友会設立40周年記念式典・懇親パーティ」
の席上におきまして卒業証書をお渡しする場を設けました。
まだ授受されていない方で、卒業証書授受を希望される方は、下
記の事項をご確認の上、校友会事務室（菱田）までお申し込みくだ
さい。なお、大学教務課におきましても身分証明書があればいつで
も受け取ることができます。

事 項
 ・卒業証書の再発行ではありません。
 ・大学に証書が残っていない場合は連絡させていただきます。
 ・ご本人が記念式典・懇親パーティに出席できる方に限らせていただきます。
 ・申し込み・問い合わせは、平成22年10月20日まで。
 ・申込時に卒業年度、学部学科、氏名、身分証明書（運転免許証、保険証など）の写し
 ・受領書の印鑑（記念式典・懇親パーティ当日ご持参下さい）

省 二
義 友
辰 夫
匡 宏
三紀雄
雅 洋
茂 稔
政 昭
敬 二
　 守

高 岡
酒 井
藤 原
皿 屋
本 庄
久 保
田 中
吉 岡
杉 野
市 橋

（S41短自）
（S50経営）
（S52機械）
（S49経営）
(S45経営)
（S51経営）
（S48短自）
（S56経営）
（S53経営）
（S50土木）

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

88
76
86
103
95
80
91
96
102
88

18.0
4.8
13.2
30.0
21.6
6.0
16.8
21.6
27.6
13.2

NET
70.0
71.2
72.8
73.0
73.4
74.0
74.2
74.4
74.4
74.8

校友会親睦 ゴルフ大会　10位までの成績は以下の通り
氏名 HDCPグロス

校友会設立40周年記念式典・
総会・懇親パーティのご案内

総合優勝の戸谷さん

校友会大会優勝の高岡さん

20

※平成22年3月卒業の新会員は、無料

（平成22年1月末日現在）

平成21年11月10日　ご逝去（享年80歳）

平成21年11月10日　ご逝去（享年82歳）

平成21年10月23日　ご逝去（享年87歳）

平成21年 9月 7日　ご逝去

左太治
知 治
雅 志
時 夫
一 夫
朝 美
義 宗
幸 男
勝 久
孝 治
正二郎
有加子
一 也
正 人

阪 口
亀 田
山 田
和 田
中 農
新 井
梅 原
小 谷
辻 井
其 田
小 谷
前 田
前 田
山 岡

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

（S27交短運）
（S44交機）
（S44短自）
（S45経営）
（S47機工Ⅱ）
（S49経営）
（S54経営）
（S59交機）
（S60土木）
（S61短自）
（S62土木）
（H7経営）
（H10土木）
（H14交機）

ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
ご逝去
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岡 山 県 支 部

香 川 県 支 部

大 学 支 部

愛 媛 県 支 部

吹 田 支 部

大 分 県 支 部

兵庫県西支部

大阪日産モーター支部

高 知 県 支 部

大阪北河内支部

奈 良 県 支 部

和歌山県支部

大阪中・南河内支部

長 崎 県 支 部

三 重 県 支 部

関 東 支 部

新 潟 県 支 部

福 井 県 支 部

鳥 取 県 支 部

広 島 県 支 部

大 阪 市 支 部

鹿児島県支部

北 海 道 支 部

日産大阪支部

福 岡 県 支 部

兵庫県南支部

宮 崎 県 支 部

徳 島 県 支 部

埼 玉 県 支 部

兵庫県北支部

京 都 府 支 部

大阪泉州支部

台 湾 校 友 会

韓国総同門会

滋 賀 県 支 部

兵庫県東支部

沖 縄 県 支 部

静 岡 県 支 部

中 国 校 友 会

富 山 県 支 部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

　田　正之

長田　恒久

上田　博之

名越　弘和

小畑　京治

伊藤　茂男

濱崎　　勲

三浦　政治

森田富士男

山西　義彦

松田　　始

栗原　雄治

森河　孝弘

井上　静也

内山　義雄

早瀬　俊雄

前田　忠雄

重見　　定

川上　清治

有馬順一郎

浜田　修平

鮫島　好徳

石松　雅博

赤田　　護

三浦　剛次

津川　　茂

鈴木規久男

岸本　隆男

西村　新一

本田　浩基

余　　龍華

崔　　範一

柴原　延行

山田　卓雄

吉田　　晋

蜂須賀廣志

何　　家蓉

針原　英喜

〒708-0842　津山市河辺1155-31　（株）コスモツ－リスト内

〒769-1407　三豊市仁尾町丁319-6　前川宗正

〒574-8530　大東市中垣内3-1-1　大阪産業大学内

〒791-0245　愛媛県松山市南梅本町559-10　渡辺計

〒870-0252　大分市大在浜266-1　姫野一彦

〒670-0981　姫路市西庄103-1　（株）イトデンエンジニアリング内

〒781-5242　香南市吉川町古川995-4

〒571-0016　門真市島頭1丁目7-5

〒630-8268　奈良市大豆山町10

〒642-0024　海南市阪井992

〒578-0966　東大阪市新庄2-5-19-708　今村彰隆

〒851-0133　長崎市矢上町724-1　（有）平尾ダンボール

〒510-0854　四日市市塩浜本町1-53　水野直樹

〒224-0007　横浜市都筑区荏田南1-20-4-1102

〒947-0002　新潟県小千谷市横渡1008-2

〒914-0314　敦賀市杉箸84-14

〒683-0011　米子市福市556-11　田村謙介

〒739-1201　広島県高田郡向原町坂6711-3

〒557-0054　大阪市西成区千本中1-19-6　高見新一

〒890-0082　鹿児島市紫原3-15-24　山本誠也

〒042-0914　函館市上湯川20-10

〒557-0051　大阪市西成区橘1-5-5

〒813-0003　福岡県福岡市東区香住ヶ丘3-28-5

〒651-1212　神戸市北区筑紫が丘6丁目6番8号

〒883-0041　日向市北町1-102　(有)あんしん保険企画

〒772-0053　鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂187-1　芝野光

〒350-1317　狭山市水野384-15　高橋正秋

〒668-0871　豊岡市但東町栗尾353　柴田巧

〒606-8349　京都市左京区聖護院東寺領町4-1　（株）川端自動車工場所内　大石忠 

〒599-8238　堺市土師町3-6-18　高野悦治

高雄市公園二路199　

489 Dunchon-Dong, Gangdong-Gu, SEOUL, KOREA(Wonchun B/D 303-3) 洪義晶

〒528-0067　滋賀県甲賀郡水口町3919-133

〒663-8111　西宮市二見町13-21-403　黒川俊広

〒904-2161　沖縄県沖縄市古謝1214-1　岸博美

〒425-0074　静岡県焼津市柳新屋953-3　リードシステム（株）　亀沢隆

天津市南　区紅旗南路263号　新南楼A801　曹　亮

〒938-0806　富山県黒部市前沢1918-6　朝倉秀芳

TEL.0868-26-5423

TEL.0877-24-4254

TEL.072-875-3001

TEL.089-976-3184

TEL.097-593-1606

TEL.0792-92-4164

TEL.0887-54-5215

TEL.072-884-4583

TEL.0742-24-5903

TEL.073-487-3356

TEL.06-6746-0014

TEL.095-838-2063

TEL.0593-46-2529

FAX.045-941-5202

TEL.0258-82-1212

TEL.0770-27-1610

TEL.0859-26-1803

TEL.0826-46-7011

TEL.06-6652-5675

TEL.099-256-7403

TEL.0138-57-9126

TEL.06-6659-0835

TEL.092-681-1295

TEL.078-583-4601

TEL.0982-50-1200

TEL.088-687-0136

TEL.042-958-2854

TEL.0796-55-0997

TEL.075-761-2366

TEL.072-227-1351

TEL.886-07-532-3013

TEL.82-2-2202-6220

TEL.0748-62-8561

TEL.0798-67-6675

TEL.098-939-3212

TEL.054-629-0400

TEL.13902077007

TEL.0765-54-1377

（日産系再編により、平成22年2月10日 日産大阪支部に統合）

平成22年2月1日現在

会員総数75,413名
（平成22年2月1日現在）

第78号

（北摂支部に改組検討中）


